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概 説:ア サ ー シ ョン ・トレー ニ ン グ

園 田 雅 代

【はじめに】

アサー シ ョン ・トレーニ ング とは何か について昨今,学 生 は じめ多 くの方々か ら問われる こ

とが しば しばある。詳 しくは成書(例 平木1993,園 田 ・中釜2000)を ご覧 いただけた らと思

うが,以 下,ア サーシ ョン ・トレーニ ングについての概説 を提 示 したい。

【ア サ ー シ ョン ・トレーニ ング とは】

アサー シ ョン ・トレーニ ング(assertiontraining)と は,ア サーシ ョンについて基礎 的 な理解

をし,か つそのアサ ーシ ョンを体験学習 によって身に付 けてい こう,と い う一連 の トレーニ ン

グのことであ る。 アサー シ ョンを定義す ると 「自分 の意見 ・考え ・気持 ち ・相手へ の希望 な ど

を,な るべ く率直 に正直 に,し か も適切 な方法で表現す ること」で あ り,こ の 「適切 な」とは,

「自分 を大切 にす る と同時 に,相 手 のこともまた大切 に しようとい う,相 互尊重 の精神 に もと

つ いた」 といった意味 にお いてであ る。つ ま り,ア サー シ ョンを簡単 に ま とめ るな らば,「 相

互尊重の精神 で行 うコ ミュニケーシ ョン,あ るいは,そ の精神 で行 お うとす る,そ の人 ・そ の

子 な りの 自己表現」 となる。

例 えば,あ る子 どもが友達 と遊 びたい,も しくは 自分 も仲間に入 れて欲 しい と思 った場合,

「一緒 に遊 びたい」 「仲 間に入 れて」 な どのアサー シ ョンをで きるかは,そ の子 に とって大 き

な意味 を持つ。そ う伝 えたい気 持 ちが あるのに 「どうせ うま く言 えないか ら」 「断 られた ら嫌

だ し……」 な どと不安が強 く,言 いたい気持 ちを心 中に溜め込む ままでは,そ れが欝憤 の もと

になった り,自 分への 自信 も徐 々に低 下 した りしやすい。 ひいては友達 関係で も消極的 にな ら

ざるをえないだろう。一方 で,自 分の言い分 は必ず相手が飲 むべ きだ,力 でね じ伏せて も自分

の思 うとお りに しない と気がす まない,と いった態度や表現では,い くら表現 した として も本

当の意味での良 き人間関係 を生み だ しえない。真 の 自信 にもな りに くい。 また 「一緒 に遊 びた

い」と伝 えた ところ相手 に断 られた場合 も,「ああ,今 日は駄 目なんだね。今度一緒 に遊 ぼ う」

と考えた り,か つ表現 した りで きれば,そ れはそ の子 にとってなん ら自信 を低 下 させ ることで

はな く,む しろ自分や人付 き合いへの 自信育 てに直結す ることとなるで あろう。

大人の場合であって も,押 し売 りやセールスを断 るといったこ とをは じめと して,他 者 と異

なる意見 を述べ ること,批 判 もしくは誤解 されたことに対 し対応す るこ と,他 者 に必要 な援二助

を求 める,謝 りたい ときに謝 る,な ど,種 々のコ ミュニケーシ ョンにおいて アサー シ ョンが重

要であるこ とはおわか りいただ けるであろ う。

この ように,自 分 の言い たい ことをアサ ーシ ョンしてゆ くこ と,相 手 とアサー シ ョンを目指

してコ ミュニケー ションしてゆ こうとす るこ とは,「 自分 と相手 を共 々,大 切 に して ゆ こう」

という基本 姿勢 を外在化す ることであ り,か つ,そ の相互尊重 とい う姿勢 を体験 的に学 習 し実
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感す る機会 を増 やす ことに もなる。

【アサ ーシ ョン ・トレーニングの歴 史 アメ リカの場合 】

アサー シ ョン ・トレーニ ングの発 祥 の地 はアメ リカであ り,1970年 代 以 降,盛 んに この ト

レーニ ングが実施 される ようになった。 その背景 には ひとつ に,1950年 代 に行動療法が発展 さ

せ た,対 人ス キル ・社会 的技能の改善 ・向上 のための援助 プRグ ラムがあ る。対人関係が うま

くいかないこ とで悩んでいる人の ための1技 法 として当時実施 されていた ものが,ア サー シ ョ

ン ・トレーニ ングの原型 となってい る。次に,60年 代 にはい り,ア メリカを中心 に人種差別撤

廃運動 や,性 差別撤廃 運動 な どの公民権 運動が活発 になったが,こ の影響は甚 だ大 きい ものが

あった。 とい うのは,「 人 間には誰 にで も自分 を主張 した り表現 した りす る権利がある」 「自分

を表現す る とい うことは,人 間が生 まれつ き持 ってい る基本 的 な人権 の ひ とつ だ」 とい った

ヒューマニステ ィックな人間観が,人 権 拡張の機運の なか強調 されるようにな り,ア サ ーシ ョ

ン ・トレーニ ングの発展 が もた らされたか らである。人 と人 とは平等であ る,人 間は互い によ

り良い人間関係 を築いてゆける存在 だ といった理念 を もとに,こ のアサー シ ョン ・トレーニ ン

グが,ま ず は社会教育機 関な どを主 として,こ れまで本意 を表現 で きなか った,も しくは表現

を許 されなかった,い わゆる社 会的弱者 と称 され る人々のため に展 開 されてい った経緯が あ

る。基本的人権 を具現化 し,コ ミュニケー シ ョン ・対人関係 に個人が 自信 を持 て,か つ 自尊感

情 を築いてゆけるこ とを目指 したこの アサ0シ ョン ・トレーニ ングは,そ れゆ え当初か ら,ア

サー シ ョン理論 の学習 とあわせ て,実 践 的な学習 に力 を入れ た ものであった。「人 は皆,は じ

めはアサーシ ョンで きな くて当た り前。 アサ0シ ョンを上手にで きないの は当然 だろ う。 なぜ

な らそれ を学 んで こなか ったのだか ら。それゆえに練習 を重ねる ことで徐 々にアサ ーシ ョンを

身 につけてゆけばいい。 コ ミュニケーシ ョンへ の 自信育 てを練 習 を通 じて行 ってゆこ う」 とい

う視座 を打 ち出す ために,「 トレーニ ング」 とい った呼称が 当初か ら使 われている。

現在では,こ のアサー シ ョン ・トレーニ ングは種 々の対象 に向けて,な らび に様 々なフィー

ル ドにおいて実施 され,多 様化 の一途 を辿 っている。例 えば,医 者 ・看護職 ・福祉職 ・教師 な

ど他者 援助 の職業 に従 事 してい る人の た めの燃 えつ き症候 群 予 防の もの もあ れば,広 く,

ヒューマ ン ・サービス従事者のためのアサー シ ョン ・トレーニ ング(例 園田2001)も あ る。

また,人 間関係 を どうして も他 人 との勝 ち負けや競争 ととらえがちで,他 人 を踏みに じりやす

い タイプの人向けのアサー シ ョン ・トレーニ ングな どもある。筆者 は数年前 に滞米す る機会が

あ った とき,時 間の許す限 り,な るべ く多 くのアサー シ ョン ・トレー ニ ングに参加 したの だ

が,そ の なか には例 えば,「 怒 りの表現 のアサーシ ョン ・トレーニ ング」「職場の人間関係 を改

善す るための アサー シ ョン ・トレーニ ング」 「異文化適応 のためのアサー シ ョン ・トレーニ ン

グ」 などがあった。

アサー シ ョン ・トレーニ ングには特定 の創始者 もしくは流派があ るわけで はない。が,心 理

学上,そ れに大 きな影響 を及ぼ している もの に,既 述の行動療 法のほかに,認 知行動療法,論

理療法(エ リス,1981・1984)な らびにヒューマニステ ィック ・サイ コロジー(人 間性 心理学)

な どがあ る,と 総括 で きる。

なお,社 会 的(ソ ーシャル)ス キル とアサー シ ョン ・トレーニ ングとの関係だが,社 会 的ス

キ ルについて最 も包括 的な定義,「 社 会 的スキル とは,対 人場 面 において,個 人が相手 の反応

を解 読 し,そ れに応 じて対人 目標 と対人反応 を決定 し,感 情 を統制 した うえで対人反応 を実行

す るまでの循環 的な過程」(相 川2000)を 採 用す るのであれば,ア サ ー シ ョンとは この社会 的
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スキルのひとつ として位置付 け られ よう。 と同時に,ア サ ーシ ョン ・トレーニ ングには先 に述

べ た ように,人 権 の具現化 な らびに 自尊感情や 自己信頼 の賦活 ・育成 とい う,ひ とつの主張 や

哲学が背景 にあ る。 そこに関 しては,ア サ ーシ ョンが社会 的スキルであ る とだけ言い きれ ない

部分が ある。

【アサ ーシ ョン ・トレーニ ングの歴史 日本の場合 】

わが国にはは じめ,こ のアサー シ ョン ・トレーニ ングが 「断行訓練」 「自己主張訓練」 な ど

の名称 で紹介 されたが,1982年 に平 木典子が 「自己表現」 と名づ け,相 互尊重の コ ミュニケー

シ ョンであるこ とを明確 に打 ち出す までは,あ まり浸透 していた とは言い難い。 そ もそ も 「以

心伝心」 が尊 ばれ,「 出る杭 は打 たれ る」 とい った風潮があ るわが国で,「 自己主張」が ア ンビ

バ レン トな もの,時 には忌避すべ きもの と受 け とめ られやす かったの もうなず けよう。和 を尊

ぶ,他 者 を配慮す る,明 言化 しな くとも人 と良 い関係 を作 った り維持 した りで きる(こ れ らは

すべて,マ イナス にも転化 しうることだが)と いった,日 本 人の美徳,あ るい は 日本文化の良

さを活か した,い わば 「日本版 アサー シ ョン ・トレーニ ング」 は,平 木典子 と日本 ・精神技 術

研究所の共同で80年 代 にまとめ られた。そ して90年 代 以降,社 会教育機関,企 業研修,大 学内

の学生相談な どのフィール ドで,ア サー シ ョン ・トレーニ ングは盛 んに実施 され る ようになっ

ている。昨今 はそれ ら以外 に,教 師や看護職 を対象 とした アサーシ ョン ・トレーニ ングや,子

ども達向けのアサー シ ョン ・トレーニ ングが教 師 もし くはス クー ルカウ ンセ ラー(以 下SCと

記す)な どの手に よって,学 校 で徐 々に試行 される ようになって きている。筆者 が近年担 当 し

た ものの なかには,「 高齢者のためのアサ ーシ ョン ・トレーニ ング」(講 座名称;シ ニアカ レッ

ジ 「人付 き合 いを楽 しむために」 な ど),「 女性 とうま く付 き合えない男性 のためのアサ ーシ ョ

ン」(講 座名称;花 婿学校 「女性 との コ ミュニケー シ ョン練 習」な ど),「 働 く女性 のための ア

サーシ ョン ・トレーニ ング」 「ドメス テ ィック ・バ イオ レ ンス につ いて考 えた い人のための ア

サーシ ョン ・トレーニ ング」(園 田2000)「 就職活動 に向けてのアサ,.._..ション ・トレーニ ング」

などもある。本 トレーニ ングの射程 の広 さ ・応用力 の高 さゆえであろ う。

【アサ ー シ ョン ・トレーニ ング の基 本 型 】

上述 の 日本 ・精神技術研 究所 が実施 してい るアサーシ ョン ・トレーニ ングにつ いて,そ のプ

ログラム構 成 を簡単 に説明す るのが,イ メー ジをつ かんでいただ きやすいか と思 う。 なお,こ

のプログラムは後期 青年期以降 の成人 を対象 とした もので あ り,「理論 編」 と 「実習編」 に分

かれている。

「理論編」 では,(1)「 アサーシ ョンとは何 か」 か ら始 ま り,ア サーシ ョン ・トレーニ ング

の歴史や,ア サー ションで はない コミュニケー シ ョンとは どういった ことか,ま た人がアサー

シ ョンで ない コミュニケー シ ョンを しやすい要因は主に何 か,日 頃の 自分 の コ ミュニケーシ ョ

ンは どの ような傾 向か,な どについて学習 してゆ く。 ここでは,ア サー シ ョンでない コ ミュニ

ケーシ ョンとして,自 分の言いたい ことが言 えず我慢 を重 ね,あ るいは相手 の意 向にばか り合

わせ てお り,結 果的には相手 にだんだん恨 みが ましい思 いをいだ きやすい 「受 身的な」 ス タイ

ル,言 うこ とは言 うものの,相 手 の心への配慮や,相 手 は 自分の思い通 りにならない存在 であ

るといった認識や節度が乏 しい 「攻撃的 な」ス タイル,こ の2つ があ ることを学 ぶ。 また 「攻

撃的」 には,直 接 的な攻撃 と,一 方 で間接的 な攻撃(陰 湿 な攻撃)と があ ること(例,陰 口 を
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表1私 たちにお馴染みの

基本的な態度

パ ワー

意思決定

潜在的な落とし穴

他者からの反応

ユ ーモ アセ ンス

勇気

手 にいれるもの

結末

払 うべ き代償

燃えつきの危険性

職業上の姿

人生の最終的な結果

Non-

Assertive

ノ ン ーア サ ー テ ィ ヴ

受け身的

他人のなすがままの ドリス

(他人のなすがままの ドナル ド)

●私 はOKで はない。

●自分 を無力 と感 じていて,自 分のパ ソコ

ンを他者に委ねてい る。他者 をコン ト

ロールするのに相手の罪悪感を使 う。

●自分のために他者 に物事 を決 めてもら

う。

●同情 の落 と し穴

●ポ リア ンナ の ア サ ー シ ョン※の 落 と し

穴。

●罪悪 感,怒 り,欲 求不満,こ ち らへ の敬

意 の欠落。虐 待。

●ひどくか らかわれやすい。またそれが自

分 自身のこきおろ しと結びついてること

も。いずれにせ よ他者か ら笑 われやす

いo

●恐れが強 く引っ込み思案で,自 分の信念

などをきちんと主張できない。他者から

の同情をひこうとする。

●注 意,同 情,保 護,子 どもの扱 いの猫可

愛 が り。

●自由や自己尊敬,創 造性の喪失。

●その危険性は非常に高い。自分 自身を枯

渇 させがちで,「いや」 と言えないのだ

か ら。

●行なうべきと考えていることは我慢 して

行なう。たとえそれが 自分を苦 しめるこ

とであっても。

●このタイプの犠牲者にとり,人 生はいや

な雑用 とな りやすい。

Aggressive

攻 撃 的 ア グレ ッシブ

攻撃的なアガサ

(凶暴なヒュービー)

●あなた はOKで はない。

●自分のパ ワー を適切 に使 うの でな く,相

手の コン トロール と支 配 に使 う。

●相手にとって代わって自分で決めてしま

う。相手がそうして欲 しかろうが欲しく

なかろうが。

●向 こう見ず なアサー シ ョン,行 き過 ぎの

アサー シ ョン,攻 撃 の落 と し穴 。

●恐 れ,防 衛 的態度,屈 辱 的,傷 つけ られ

た思い。

●他者には辛辣なウィットやこきおろしを

使 った りす るが,自 分をユ ーモラス に

笑ったりはできない。

●自分の恐れや不安定 さをごまかすために

他者を攻撃 し責め立てる。

〈強硬に〉話 し立て,愚 かな危険を冒す。

●人びとや状況をコントロールすること。

権威 を求め,自 分が正 しい人であろうと

すること。

●愛情,友 情,チ ー ム ワー クの欠落。

●危険性は非常に高い。働 きす ぎの競争を

し,あ まりに功績をあげようとして健康

をそこねやすい。

●経済的には成功者になった り,ひ とか ど

の地位を確保 したりするものの,中 身は

不幸な達成者であることが多い。

●孤独 と苦々しさが残る。

注 ポ リアンナのアサーションとは,常 に自己犠牲的に他者や周囲の入のための幸福を優i先し,

しろにしていることす ら,自 分への試練と受けとめようとする態度をいう。

自分をないが
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四人の女性(と 男性)

Passive

Aggressive

パ ツ シ ブ ァ グ レ ツ シ ブ

除湿な攻撃

間接 的に攻撃的なアイリス

(陰湿なイッジー)

●あなたはOKで はない。でも,あ なたが自分 をどう

思お うと勝手に思わせておこう。

●操作を用いて,コ ントロールする力を手に入れ られ

るように他者をあざむ く。

●相手にとって代わって自分が選ぶが,そ の際にずる

が しこかったり,詐 欺的であった りする。

●詐欺 的な アサ ーシ ョン。

●疑惑,当 惑,欲 求不満,操 作 されている感 じ。

●皮肉と冷笑

●自分の恐れをごまかすために,愛 情,悲 しみ,怒 り

など,他 の感情を抱いている振 りをし,周 りをペテ

ンにかける。

●ときにはキュー トとか賢いとか と見なされた りもす

る。いずれにせ よ,人 を操るゲームを演 じるのが好

き。

●信用 されなくなる。報復 と復讐の犠牲者となる。

●危険性は非常に高い。詐欺やゲームで取 り繕お うと

エネルギーをどんどん消耗するので。

●信用できない人物 ということがひとたびばれるや否

や,キ ャリアも暴落する。

●アイデ ンテ ィテ ィ(自 分 らしさ)や 信 頼,尊 敬 の喪

失。

Assertive

ア サ ー テ ィ ヴ

アサー テ ィブ なエ イプ リル

(ア サー テ ィブな アル)

●私 はOKだ し,あ なた もまたOK!

●個人のパワーを身につけてお り,そ のパワーを他者

と気軽に共有できる。避難を被 りやす くもある。

●意思決定 について心 のなかで予行演習 を した りす

る。 自分自身のために物事を選べるし,他 者が彼 ら

自身のために選ぶことを支持 した りもする。

●スーパ ーウーマ ンの落 と し穴 。

●敬 意,愛 情,支 持,激 励,受 容,慰 め。

●遊び心に富み,ユ ーモアを愛する。 自分をユーモラ

スに笑うこともで き,自 分から滑稽なことをして楽

しんだ りもする。

●困難や苦痛を自分で対処 しようという意志がある。

自分の信念を保つ強さがあ り,ま た充分に予測を立

てた上で必要 な場合は危険を冒すこともある。

●自己尊敬,統 合性,責 任感,自 由,親 密 な対人関係。

● 〈完壁に〉アサーティブであるべきといった非現実

的な期待を他者か らされた り,あ るいは自分でそん

な期待をして しまうこともある。

●その危険性は非常に高い。 自分の選択 を認識 し己れ

の限界を見極めることがで きな くなると,あ まりに

も有能で達成 しす ぎるといった問題が生まれかねな

いo

●職業面でも幸せになった り成功 したりすることが多

い。 自分が本心か ら求めることはどうにかやってい

けるのでは,と 彼女は信 じているので。

●愛情や幸福,心 の平和 を得る。

出典 「アサーティブ ・ウーマン;自 分 も相手 も大切 にする自己表現」

S.フ ェルプス他(園 田雅代 ・中釜洋子 訳)誠 信書房1995
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言 う,相 手 を無視す る,冷 笑す るなど)に ついて も理解 をす る。(表1参 照)そ して,こ れ ら

2つ の ス タイル とは異 な り,も し相手 と意見 などが違 えば,ど ち らか だ けが折 れ るので はな

く,両 者の折 り合 える地点 を共 に探 してゆこうとする ような 「アサーテ ィブな」ス タイルにつ

いての理解 をはかる。そ してアサー ションとは,い つ もそ うしな くてはな らない とい う義務 で

はな く,自 分 が選 んで行 うものだ とい うことをお さえてゆ く。 とい うのは,ア サ ーシ ョンと

は,相 手 と誠実に向 き合 う ものであるために,一 般 に時間 とエ ネルギーを必要 とす る。その甲

斐が ない相手だった り,あ るいは 自分 を守 るには 「アサーシ ョンしない こと」 を選ぶ しかない

場合(こ れ は,言 いたいのに言 えない 自分 は駄 目だとい う自己卑下,な らびに相手 を必要以上

に恨 んだ りす るとい う悪循 環 を食 い止 め,自 己信頼 を保持 す る働 きがあ る)は,「 アサー シ ョ

ンしないことをアサーテ ィブに選ぶ」 ので よい とい うことの理解 を図 る。

続 いて(2)「 自己信頼 とアサ ー シ ョン」 において,そ の両者 の相関,な らびに循環的 な関

係 に関 して学習する。具体的 には 「アサーシ ョンす る権利」,「基本的人権 のひ とつ と してのア

サ ーシ ョン権」 とは どうい うことか,ま た人間が皆,所 与の権利 として持 っているアサー シ ョ

ン権 は 「他者のアサーシ ョン権 を侵 さない限 り,自 分のその権利 を行使 して よいこと」 などに

つ いて学ぶ。これ らを通 じて,自 分が今後,ア サー シ ョンす る際の,も しくは他者 のアサー シ ョ

ンを認め ることがで きるための心的 な土台 を構 築 して ゆ く。そ して(3)「 認知 とアサー シ ョ

ン」 に進み,物 の見方 ・考 え方 が アサー シ ョンに大 き く関与 してい るこ と(例,「 人 は常 に好

かれな くて はな らない」 「私 は絶対 に失敗 してはい けない」 な どの認知 をいだいていた ら,そ

の人が なか なかアサー ションで きない ことは推察で きよう)を 把握す る。そ して 自分の認知 に

つ いて,ア サー シ ョンしやす くなるために必要 な,あ るいは 自分で も変 えたい と欲す る認知 は

何で あるか,ど う変えてゆけばよいかな どについて検 討 してゆ く。アサーシ ョンがあ る種 の思

いこみな どによって阻 まれやすい こと,自 己選択 によってそ ういった思い込 みを 自分 にとって

よ り良い ものへ,換 言す る と,自 分が アサーシ ョンしたい ときにアサー シ ョンさせやすい もの

へ ,ま た他者のアサーシ ョンを認めやす くさせ る ものへ と変 えてゆけ ること,こ れ らについて

「論理療法」(エ リス1981・1984)の 理論 ・概念 な ども援用 しなが らお さえてゆ く。

これ ら(1)(2)(3)の,い わば内面 的な土台づ くりをふ まえて,次 に,言 語表現 のスキ

ル ・トレーニ ングとして,「 日常 的な人付 き合 いでのアサー シ ョン」,ま た 「課題解決 ・交渉 の

アサ ーシ ョン」 につ いて具体的 な練習 を行 ってゆ く。以上 が 「理論編」 の概要 だが,(1)か

ら(3)に おいて も,小 グループで参加者 同士 が話 し合 う時間が多 くとられ,「 自分 の意見 を

アサ ー シ ョンす る」,「他 者の意 見 を理解 す るため にアサ ー テ ィブに聴 く」,殊 に 「自分 と意

見 ・考 えの違 う人 とアサ ーティブにコミュニケー シ ョンする」 こ となどが,十 二分 に体験学 習

で きる構成 となっている。標準の アサー シ ョン ・トレーニ ングの場合,こ こまでで トー タル13

時間ほ どか ける。

「実習編」 では,参 加者 がアサー シ ョンで きる ようにな りたい と日頃感 じてい る場 面 ・相

手 ・自分の 目標 などを各 人各様 に設定 し,そ のmル プレイの繰 り返 し,な らびにメ ンバー な

どか らのフィー ドバ ックを もとに,「 こうアサー シ ョンで きた」「アサー シ ョンしてみ るとこん

な気持 ちになった」「頭で考 えていたの と違って,自 分の したい こ と,本 当 に言 いたかった こ

とは,こ れ これだ とわかった」 などの,実 体験 を最大限 に尊重 してゆ く。参加者が 自分 な りの

アサ ーシ ョンを模 索 し,少 しで も体験 による 自信や実感 をいだけること,ま た,グ ルー プメ ン

バ ーがそれ に向かって互い にアサ ーテ ィブ に協力 してゆ ける こと,こ の2点 が,グ ルー プの

フ ァシ リテー ターが最 も心す る点 と言 える。 ちなみ に,こ の実習の一つのグループ人数 は6～

8人 程度であ り,実 習 もおお よそ10数 時間を要す る。以上,成 人向 けの アサ ーシ ョン ・トレー

.,
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ニ ングのひ とつの基 本プ ログラムを紹介 した。

実際にアサー シ ョン ・トレーニ ングをする際は,こ の プログラム に拘泥 する ものではない。

実施の 目的や依頼者側 の種 々の条件(例,学 校 で教師向けの アサー シ ョン ・トレーニ ングを実

施す る場合 な ど,多 くて も2時 間ほ どしか時 間を取 れない こ とが多 い),参 加 者 の二〇ズ な ど

に応 じて,臨 機応変 にプ ログラム構 成 して行 うものであ る。

【子 ども 向 け のア サ ーシ ョン ・トレー ニ ン グ】

成人用 のアサー シ ョン ・トレーニ ングと違 って,子 ども向 けのアサーシ ョン ・トレーニ ング

は基本型 と言 える ものがわが国 にはない(注1)。 成書 として唯一・,園 田 ・中釜(2000)が あ

る くらいである。 しか し,平 木 ・沢崎(2002),ベ ネ ッセ教育研究所(2001)に その実践 例 が

示 されているように,今,教 師な らびにSCの なかで子 ど も向けのアサー シ ョン ・トレーニ ン

グの必要性 を感 じ,種 々の試み を始める方 も着実 に増 えて きている。筆者 としては,園 田 ・中

釜の提 示 したプログ ラム(2000)な どを叩 き台 として,教 師 ・SCの 方々 に,目 前 の子 ども達

に見合 ったプログラムを試行錯誤的 に編 み出 してほ しい,そ して実践 の記録 を集積 していただ

き,子 ど もの発 達段 階別,ね らい別 な どの実践 集 をいつか ま とめ られ た ら,と 願 う もので あ

る。

なお,園 田 ・中釜 の子 ども用 プ ログ ラムだが,そ の タイ トルは 「3つ の話 し方」(お どお ど

さん(受 身的),い ば りや さん(攻 撃 的),さ わやか さん(ア サ ーテ ィブ)),「 あ なたのなか の

さわやか さんを育 てる」,「イ ンタビューゲーム」,「ほめ言葉の プ レゼ ン ト」(友 達 に,な らび

に自分 に),「 さわやか さんに話 を聞 く」 な どであ り,教 師 ・SCが キ ーパ ー ソンも し くは フ ァ

シリテー ター となって小学校 ・学級で実施す るグルー プワー クとなっている。 アサ ーシ ョン ・

トレーニ ングは,対 象が成人 であって も子 どもであ って も,治 療 ・矯正 とい うよ りも予 防 ・開

発的な カウ ンセ リング,も しくは集団で行 う心理教育的プ ログラム として位置付 け るのが最 も

適切 かつ効果的だか らである。

ところで成人向けのアサー シ ョン トレーニ ングの場合,自 分 の コミュニケー シ ョンについ て

の改善 ・向上 を図 りたい との動機が参加者本人 にあ ることが多 い。 そ うい った動機 に もとつ い

て本 トレーニ ングに 自発 的に参 加 され る場合,そ の学習効 果がい っそ う高 まるの は他 で もな

い。では,そ ういった動機が明示 されてお らず,学 級 ・学校 な どで本 トレーニ ング に(い わ ば

受身的 に)出 会 う児童の場合 は どうであ ろ うか。 どの よ うな留 意点 や配慮 が,児 童 向 けの ア

サーシ ョン ・トレーニ ングを実施す る際に求 め られ るであろ うか。以下,特 にこの こ とにつ い

て記す こ ととする。

【適用で きる問題 ・症状 】

児童の場合,ま ず適用年齢 だが,小 学校低 学年の児童 か ら適用で きる(例 ベネ ッセ教 育研

究所2001)。 学級 などで実施で きるので,対 象 を と りた てて限定す るわ けで はない。が,特 に

有益 なの は,ひ とつに(A)『 自己表現 の下 手 な子』,そ のなか で も(i)「 お どお ど さん」 タ

イプの子:例,友 達がで きず孤立 しが ちであ る,友 達 と仲 良 くで きない,嫌 なことを嫌 と言 え

ない,服 従 的 ・追従的 な言動が多 い,い つ も周 りの顔色 を うかが った り,自 信 が ない な ど,

(ii)「 いば りや さん」 タイプの子:友 達 関係 にお いて トラブルが絶 えない,弱 い もの い じめ

をす る,暴 力 的 ・威圧 的 ・操作 的(例,グ ルー プをかげで仕切 るな ど)な 言動が多 い,自 己 中
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心的,自 分 を必要 以上 に誇示す るな ど,(iii)い わゆ る 「いい子」 なのだが,過 剰 適応 ・擬似

適応か と懸念 される タイプの子;例,学 校で 問題 を起 こした りしない ものの,そ の子の本 意や

個性,子 どもらしさ,持 ち味 とい った ものが あま り感 じ取 れない,親 の前 だ と学校 にい る時 よ

りも緊張 し 「いい子」 になる,な どである。

もうひ とつ は(B)『 自己表 現 を 自分 が して も よい と思 えて いな い子』で あ るが,こ れ は

(A)の 子に比べ て,自 己否定感が一段 と根深い。 シ ンナ ー中毒,自 傷行動,性 的逸脱や見境

のつか ない暴 力な どの問題が時 には散見 されるこ ともあ るだろ う。本来な らば,個 別の治療 的

カウ ンセ リング,心 理療法が必要だ ろうが,一 方で,学 校 とい うフィール ドで,集 団を対 象 に

行 うプログラムであるが ゆえに,こ ういった子達 に もアサー シ ョンをまずは発信 しやすい とい

う利点 もある(し か しその場合 で も,子 どもの変化 を短兵急 に狙 うので はアサー ションの 曲解

となって しまい,逆 効果 となる。後の 「ポイ ン ト」 な らび に 「注意点」 を参照 していただきた

い)。

なお,学 級の児童 ・生徒 間の交流 を深め,各 人 の持 ち味 を認め合 い,助 け合 え る学級 を築 く

のに,本 トレーニ ングが有効で あるのは言 うまで もない。実際,半 年以上 に渡 る実践 の結果,

見 られた学級集 団の成長 について,特 に 「学級 内の人間関係の活性化」 「子 ども達 自身の(け

んかな どの)問 題解決力の 向上」 な どの2点 か らまとめた報告 書 もあ る。(ベ ネ ッセ教育研 究

所2001)

【適用 するときのポイ ン ト】

教 師 ・SCが 学校 におい て,子 ども用 アサ ーシ ョン ・トレーニ ングを効果 的に活用 す るため

に心が けたいポ イ ン トを列挙す る。基本 は学級集 団を対象 とするが,中 高生以上の場合 は,呼

びかけに応 じて 自主的に参加 した生徒 の グループが対象 となることもある。いずれの場合 も共

通 して,以 下の事柄へ の配慮が求 め られ る。

①集 団活動,も しくは グループワークは 「安心,安 全,自 由」 な環境 ・雰囲気づ くりが不可

欠である。その ため にまず,こ の学級 ・グルー一プに どんなアサー ション ・トレーニ ングをす る

のがふ さわ しいか とい う判 断 学校 とい う日常的な,そ して これか らも継続す る関わ りの場 で

あるだけに,ど の子 にとって も無難 な,そ れな りに楽 しめ るようなプログラムは何 か と配慮す

る必要が ある。例 えば,実 際 に起 こってい るい じめ ・友達 関係 の トラブル を素材 と して,ア

サー シ ョン ・トレーニ ングをす る というのは,よ ほ どの見通 しや,そ れ によって何 が起 こって

も引 き受 け対 処 して ゆ け る とい った 自信 が なけれ ば,安 易 にで きる もの で はない。 また,

ウォー ミングア ップに留意 した り,教 師 ・SCが,「 ファシリテー ター」であ ることを十分 に意

識 ・実体化 し,い わばアサー シ ョンの生 きたモデルになる よう心がける必要があ る。

② そのために も,ア サ ー シ ョンにつ いて,担 当す る教 師 ・SCが 十二分 に理解 を してい るこ

と,そ れ も単 に知識があ るとい うのではな く,体 験学習 を してい ることが望 ま しい。そ して,

アサーシ ョン ・トレーニ ングが マニュァル的な正解 を教 え込む ものではない とい うこと,子 ど

もに上手 下手の順位や優劣 をつけ る もの,教 師 ・SCの 期待 に見合 った反応 を一方的 に求め る

ものではない とい うことを体感 していて欲 しい。実 際に,ア サー シ ョン ・トレーニ ングをす る

ことで子 どもか らの アサー シ ョンが増 え,な かには耳 の痛い意見 を言 う子,思 いがけない反応

を して くる子 もあ る。子 どもか らのそ ういった反応 に対 し,自 分 はアサー テ ィブに コミュニ

ケー シ ョンしてゆけるだ ろうか,そ の点 において 自己信頼 を持ててい る(持 てそ う)か な どに

ついて,教 師 ・SCは 自己検討 して欲 しい。

i・
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③ 子 ども達の受け とめや反応の 自由 さを保障 ・促 進す るために も,プ ログラムの適切 さ,枠

の明確 さな どが必要 となる。進行の手順,時 間配分,子 どもの振 りかえ り時 間の設定,グ ルー

プ全体 の振 りか え りや ま とめの確保 な ど,フ ァシリテー ターの教 師 ・SCが 枠 をしっか り持 つ

ことで,子 どもの反応 の多様性や 自由 さは活性化 され る。 プログラムの準備,な らびに事 後検

討 を是非 とも大切 にしていただ きたい。

④仮 に,児 童生徒 の中にアサー シ ョン ・トレーニ ングに対 し無反応 な子,興 味関心 の なさそ

うな子,反 抗的 な子がいた として も,叱 責 ・排斥 した りせず,感 情 的に巻 き込 まれす ぎた りし

ない よう留意す る。 ただ し目にあ ま り,教 師 ・SCが この ままで はや りに くい と思 う場合 は,

「で きた ら参加 して欲 しい」 とい う自分 の思い ・希望 な どを1メ ッセー ジ(「 私 は～」 を主 語

に した表現,も のの言 い方 を単 にそ うす る とい うだけで な く,1メ ッセー ジを使 うことは,自

分の気持 ちや表現 したい ことへの明確化 な らびに,相 手 との誠実 な向 き合い を醸成 す るとされ

てい る。1メ ッセージにつ いてはゴー ドン(1998)が 参考 になる)で 伝 え るよう,心 が ける と

よい。いずれに して も教師 ・SCの 思惑通 りに物事 が進 まない場合,期 待 はず れの反応 を子 ど

も達が返 して くる場合 こそ,教 師 ・SC自 身のアサー ティブな態度が試金石 となるであ ろう。

⑤ 中高生 な どに呼びかけて 自主的 な参加 を求 める場合,彼 らのニーズ に見合 った ような呼び

か け,な らびにプログラム構成 とす る。例 えば,あ る中学教 師は 「アサー シ ョンを身 に付 け る

と異性 に声 をか けた り,付 き合 って欲 しい と頼みやす くなる。 また嫌 な異性か らの誘 い を断 り

やす くもなる」 と呼 びか けた ところ,急 に参加者 が増 えた との話 をユ ーモ ラス に語 って くだ

さった事 があった。 また高校の場合,養 護教諭で性教 育 とか らめて学生 に呼 びかけた方(例,

避妊 について二人で話 し合 う,援 助交 際へ の誘惑 に対処す るな ど),社 会科 の教 員で消費教 育

(例,キ ャッチセールス,ク レジ ッ ト勧誘,ア ルバ イ ト先 での交渉 な ど)と 結びつ けて実践 さ

れている方,ま た広 く就職活動への準備 として学校 で実践 されている教師 などもい る。

⑥教 師 ・SCが 児童生徒個 人 に対 し,ア サー シ ョン ・トレーニ ングを1対1で 行 う とい う機

会 はほ とん どない と思 われる。が,カ ウンセ リングの なかで,臨 機応変 にアサー シ ョンのロー

ルプ レイ を組み込む とい うこ とはあ りうる。(後述 「事 例2」 参照)例 えば,「で きた ら友達(親

な ど)に こう言いたいけれ ど言 えない」 と子 どもが言 った場合,本 当に言いたい こと ・一番伝

えたい思 いは何 か,そ れをカウ ンセ リングのなかで共 に見 出 した り,実 際 にその場 で表現す る

練習 をしてみ ないか と提案 した りす ること(提 案 なのであって,本 人が断れば無理 強いは しな

い)は 実 に有益 であ る。 アサー シ ョンとい う言葉 を紹介 しな くと も,子 どもに よってはそ の

ロールプ レイの練 習をす るだ けで,随 分 と整理がついた り自信 を持 てた りす ることもある。 ま

た,高 校生以上だ と,平 木(1993),パ ルマー(1991・1994),園 田 ・中釜(2000)の 本 な どを

紹介 し,そ の感想 を両者 で語 り合 った りす るこ とだけで も,本 人の 自己理解 の獲得 に役立つ こ

とが多 い。

【適用するときの注意点】

アサーシ ョン ・トレーニ ングは本 質 をよく理解 し,心 理教育 的プログラム として学級 な どで

実践す る場合,個 人の防衛 を一挙に くず した り,心 理 的不安 を掻 き立てた りする ことが,他 の

心理 的技法 に比 し相対的 に少ない方法 と言 える。そ ういった意味 において,非 常 に適用範 囲の

広 い方法 と言 えよう。換言す ると,フ ァシ リテー ター側が,即 時的かつ期待 通 りの変化 を対象

児 に求 めた り,こ の トレーニ ングで 自分が問題 を一挙 に解決 で きるはず といった,非 現実 的か

つ反 アサ ーシ ョン的な幻想 を持たなければ,特 別の禁忌 はない と思 われ る。
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逆 に,も しも子 ども達が この トレーニ ングのなかで,教 師 ・SCか らの評価 を非常 に気 に し

た り,緊 張 しきっていた り,こ ちらの期待通 りの反応ばか りす るような傾 向が うかがえた ら,

あるい は,ア サー シ ョンで きない子 を排斥 した り,か らかった りす るような様子が見 られた り

した ら,自 分の アサーシ ョン ・トレーニ ングが どこか本質 か ら逸脱 していないか,そ もそ もア

サーシ ョンについての理解が十分であったか とい った検討が必須 となる。

ちなみ に,学 級 があ ま りに落 ち着 きがなか った り,子 ども達の表現 が幼児 的で あ り,自 分 の

気持 ち ・考 えをとらえる といった レデ ィネスが まだ育 っていない子が多 くいる と思 われる場合

は,ア サ ーシ ョン ・トレーニ ングの導入 だけで は難 しい。 その場合 は,体 を使 って楽 しく遊 ん

だ り,学 級 に少 しで も居場所感 を体 感で きる ような,ノ ンバ ーバ ル ・コミュニケーシ ョン主体

の,短 時 間の構成的エ ンカウ ンター ・グループ活動 な どを多 めに実施 し,そ の後,ア サー シ ョ

ン ・トレーニ ングを随時,導 入 してゆ くと良い。

【事例紹介】

プライバ シーを守 るために,以 下の2つ の事例 は脚色 した もので あることを付記す る。

「事例①」 「いば りや さん」の 自分 を変 えてい ったA君 とそれを支 えた学級

く概要>A君 は小4男 子,幼 児期 か ら体が大 きく運動能力 に長けてお り,ス ポーツでの活躍

は目覚 しい ものが ある反面,低 学年か ら勉学 が遅 れが ち,学 級 で授業 中,興 味を持 てな くなっ

た り,わ か らな くなった りする と周 りの子にち ょっかいを出 した り,自 分の相手 を させ ようと

大声 で話 しかけた りす る。例 えば,気 を引 こうと隣の席の子 を足 でつついた りとい うこ とが,

いつの まにか蹴飛 ばす とい う行為 にエス カレー トす ることも多かった。 また運動 の場面で も,

失敗 した子 に 「馬鹿ヤ ロー」 「死 ね1」 な どと怒鳴 る ことが多 く,女 子 か らだけで な く,男 子

か らも浮いて しまうことが多 くな りつつあった。 それだけに余計 に,少 し気の弱 い男子 に付 き

まとった りする言動が 目立ち始 めた ところで もあった。

担任教 師は,コ ミュニケー シ ョンに関 して気 になる子が他 にも数名 いたこともあ り,学 級で

週1回1時 間のアサ ーシ ョン ・トレー ニ ングを15回,約4か 月に渡 って実施する こととした。

初 め,「 アサー シ ョン とは何 か」 につ いて ワー ク を行 った頃 は,A君 は 「「い ば りや さん」が

カ ッコイイ」 「俺 はいつ もはっ き り言 えて カ ッチ ョイイ」 「「さわや か さん」 は くせ え(く さ

い)」 といった感想 を書 いた り,ワ ークの途中で もそ のよ うな発言 をす る ことが多か った。 し

か し,教 師の常 に変 わ らない,A君 へのアサーテ ィブな関わ り(例 「そ うか,A君 はそ う感 じ

るんだね,ど うしてそう思 うのか聞かせて くれ るかな」 「「いば りや さん」で もし君が言 われた

らどう思 うか,少 し考 えてみて。何 か意見 があ った らあ とで もいい よ,先 生 に聞かせ て」 な

ど),ま た徐 々に学級 のほかの子 どもか らのアサ ー シ ョン(例 「A君 はす ぐに 「馬鹿や ろ う」

とか言 うか ら怖 い」 「本当はAが いる とサ ッカーで も勝 て る し,入 ってほ しい んだけ ど,い ば

るか ら楽 しくない。 それ をやめて くれた ら一緒 にや りたい」 「「やめて」 と言 った時,す ぐや め

て くれないの はA君 が いけない と思 う」 な ど)が 増 えて きた こ ともあ り,A君 の言動 に少 し

ずつ変化 が見 られ出 した。そ して 「ほめ言葉の プレゼ ン ト」 とい うグループワー クで,周 りの

子か ら自分の良い ところを一・言ずつ面 と向か って言 って もらう体験,ま たその後の,「 自分 で

自分の良 いところをほめてあげ る」 とい うワー クの体験 を通 し,A君 の感想 に 「みんなか ら一

杯 ほめて もらってす ご く嬉 しか った。 またや りたい」「自分 はいい とこ もあ るけ ど,い ば りや

さんだ った。だか ら直す」 などの感想が書かれ るようになった。実際に,授 業 中で前 よ り落ち

..
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着け るようにな り,宿 題 もは じめて して くる ようになった りもした。3学 期の終わ り,子 ど も

達か らの リクエス トで また 「ほめ言葉の プレゼ ン ト」のワークを した ところ,A君 に対 して 「前

よ り優 し くなった」 「友達 になった」な どの言葉が寄せ られ,A君 自身 も 「俺 もいい(自 分 を)

と思った。好 きなクラスになった。先生 もいい」 などと書 いていた。A君 の変化,な らびにそ

れ を促 し支 えた学級 の子 ども達の変化,そ の両面が印象 的な事例 であった。

「事例②」 アサー シ ョンのロー ルプレイを取 り入れた相談,Bさ んの場合

く概要 〉あるSCが 中学校で全 クラスに対 し,単 発の アサ ーシ ョン ・トレー ニ ング を1回 ず

つ実施 。そのSCの もとに中1の 女子Bさ んが相談 にお とずれ 「同級 のCさ んに困 ってい る」

と訴 える。Cさ んに頼 まれてマ ンガや雑誌 を貸す のだが返 して くれない。返 して欲 しい とや っ

との思いで言 っても 「いつ,ど こで返す と言 った?何 月何 日,何 時何分?覚 えてい る?覚 えて

ないで しょ。言 えないで しょ。 だか らまだ返 さない よ」 とい った調 子 の早 ロで言 われて しま

い,返 して もらえず仕 舞いだ との こ と。 「アサー シ ョン して も駄 目だ った。Cさ んが変 わ らな

くちゃ駄 目だ と思 う」 とのBさ んの言葉 にSCは,「Bさ んがBさ ん な りにアサー シ ョンした

のは偉 か った。勇気 出 した ね。せ っか く 「返 して欲 しい」 と言 っ た の に残 念 だ っ た よね」

「じゃ,ど んなふ うにCさ んに言 ったのかお ぼえている?こ こでや ってみて くれ る?そ して

もっとどうした らよさそ うか,色 々と2人 で考 えた り練習 した りしてみ よう」 と提案。結果的

にBさ んは 「そんなにガンガ ン言わ ないで。私 は返 してもらえた ら,ま た今度貸 してあげ たっ

ていいんだ よ」 「そんなふ うに言われる と嫌」 などの対応 を,ロ ール プ レイで体験 す る。SCが

相手のCさ ん役 を取 り,1回 ご とにBさ んの ロ0ル プ レイの良か った ところ,な らびに,も っ

とこう してみた らどうか といった助 言 な どを伝 えていった。 「こんなふ うに本 当 に うま く言 え

るはず ないけ ど,で もち ょっと自信 がつ いた」 「や ってみて駄 目だった ら,ま た先生 の とこ来

るか ら一緒 に考 えて。お芝居み たいだけ ど,本 当み たい にどきどきして面 白か った」 との感想

を残 してBさ んは退室。 その約1ヶ 月後,学 校で偶然すれ違 ったBさ ん は,「 最初 は うま くい

かなか ったけ ど,何 回かやっているうちに言えるよ うになった。Cち ゃん と前 よ りもっ と仲 良

くなった感 じ」 と伝 えて きて くれた とい う。

【この技法の使 い方】

事例① は教 師が継 続的にアサ ーシ ョン ・トレーニ ングを学級 で実 施 し,事 例② はSCが 個 別

相談のなかで臨機応変にアサ ーシ ョン ・ロ.__.ルプ レイを導 入 した一・例 である。② の場 合は,ア

サー シ ョンとい う言葉が生徒 とSCと の間で共有 されていたが,一 ・方 で,ア サー シ ョンとい う

言葉 を敢 えて持 ち出 さな くて も,こ ういった ロールプ レイをま じえた相談 は可能 な例 と して位

置付 け うるであろう。① な らびに② における,こ の アサー シ ョン ・トレーニ ングを有効 に使 う

ための留意 点について は,「 適用す る ときのポ イ ン ト ・留意点」で述べ た ことを再度参照 して

いただ きたい。

【おわ りに】

アサ ー シ ョン トレー ニ ング を もっ と詳 し く,か つ,よ り体 験 的 に学 ぶ に は,例 え ば,本 文 で

紹介 した,日 本 ・精 神 技 術 研 究 所 に問合 せ を して い ただ け た ら と思 う(連 絡 先 は,TEI,03-3234

-2965で あ る)
。 それ 以 外 で は,例 え ば,横 浜 女 性 フ ォー ラム な どを は じめ と して,い くつ か
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の公的機 関 ・社会教育部門で折 々に開催 されてい るので,そ ういった情報 を適宜,入 手す る と

よいだ ろう。
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